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民
生
委
員
と
し
て
福
祉
推
進

多
年
尽
力
に
大
臣
表
彰

塩
屋
の
小
島
愛
子
さ
ん

西
有
年
産
廃
計
画
め
ぐ
る

知
事
発
言
が
明
る
み
に

知
事
発
言
が
明
る
み
に

市
民
団
体
が
要
旨
を
公
表

　

西
有
年
産
廃
処
分
場
建

設
計
画
を
め
ぐ
り
、
許
可

権
者
で
あ
る
井
戸
敏
三
・

兵
庫
県
知
事
が
幹
部
職
員

と
の
会
議
で
、
計
画
に

「
断
固
反
対
」
を
表
明
し

て
い
る
牟
礼
正
稔
・
赤
穂

市
長
に
関
し
、「『
牟
礼
市

長
が
反
対
と
言
っ
て
い
た

の
は
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら

だ
が
、
懸
念
が
払
し
ょ
く

さ
れ
た
か
ら
心
配
な
い
。』

と
い
う
よ
う
な
形
に
も
っ

て
い
け
る
か
ど
う
か
だ
」

と
発
言
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
、「
専

門
家
会
議
の
前
に
そ
れ
な

り
に
こ
ち
ら
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
お
い
て
、

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
福
祉
推
進
に
尽
力
し

た
と
し
て
、
元
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
副
会

長
の
小
島
愛
子
さ
ん（
７６
）

＝
塩
屋
＝
に
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
が
こ
の
ほ
ど
贈
ら

れ
た
。

　

小
島
さ
ん
は
１
９
９
２

年
に
民
生
委
員
児
童
委
員

に
就
任
。
昨
年
１１
月
末
で

退
任
す
る
ま
で
９
期
２７
年

間
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。

加
里
屋
川
連
絡
協

に
県
く
す
の
き
賞

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
通
じ
て
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
が
あ
っ
た
と

し
て
、「
加
里
屋
川
ふ
る

さ
と
の
川
整
備
連
絡
協
議

会
」
に
兵
庫
県
く
す
の
き

賞
が
こ
の
ほ
ど
贈
ら
れ

た
。

　

同
協
議
会
は
加
里
屋
川

沿
い
の
地
域
住
民
代
表
や

行
政
関
係
者
な
ど
で
２
０

０
０
年
設
立
。
河
川
美
化

活
動
や
ホ
タ
ル
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
地
域
住
民
の

ふ
る
さ
と
の
川
と
し
て
の

意
識
を
高
め
、
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が

住
み
よ
い
地
域
環
境
の
形

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

な
ど
と
し
て
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
た
個
人
を
表
彰
す
る

「
兵
庫
県
自
治
賞
」
は
、

赤
穂
市
か
ら
松
田
靜
さ
ん

（
光
都
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
長
）、
谷

山
典
子
さ
ん
（
赤
穂
市
消

費
者
協
会
会
計
）
の
２
人

が
受
賞
し
た
。

Ｊ
Ｃ
理
事
長
に

寺
岡
里
江
子
氏女性

で
初

　

赤
穂
青
年
会
議
所
（
Ｊ

Ｃ
）
は
２
０
２
０
年
度
新

役
員
を
こ
の
ほ
ど
選
出
。

第
５７
代
理
事
長
に
寺
岡
幹

作
園
代
表
の
寺
岡
里
江
子

氏（
３８
）＝
城
西
町
＝
が
決

ま
っ
た
。

　

寺
岡
氏
は
神
戸
大
学
発

達
科
学
部
卒
。
２
０
１
０

年
に
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
、
総

務
交
流
委
員
長
、
専
務
理

事
な
ど
を
務
め
た
。
女
性

が
理
事
長
に
就
任
す
る
の

は
１
９
６
４
年
の
創
立
以

来
初
。
新
役
員
は
次
の
み

な
さ
ん
。
任
期
は
１
月
１

日
か
ら
１
年
間
。敬
称
略
。

　

▽
理
事
長
＝
寺
岡
里
江

子
▽
直
前
理
事
長
＝
前
川

勇
人
▽
副
理
事
長
＝
井
関

亮
平
▽
専
務
理
事
＝
林
雄

一
朗
▽
監
事
＝
前
川
勇

人
、
山
本
真
一
▽
顧
問
＝

森
谷
充
孝
▽
総
務
広
報
委

員
長
＝
西
原
教
雄
▽
資
質

向
上
委
員
長
＝
田
中
淳
▽

ま
ち
づ
く
り
委
員
長
＝
井

上
義
将
▽
人
材
育
成
委
員

長
＝
宮
崎
高
明
（
写
真
は

赤
穂
Ｊ
Ｃ
理
事
長
に
選
出

さ
れ
た
寺
岡
里
江
子
氏
）

協
議
記
録
」
の
件
名
で
関

係
部
署
に
配
布
さ
れ
、
公

文
書
と
し
て
担
当
者
た
ち

が
共
有
し
て
い
た
。

　

発
言
録
は
昨
年
７
月
４

日
に
井
戸
知
事
、
金
澤
和

夫
副
知
事
、
環
境
部
長
、

環
境
整
備
課
長
、
西
播
磨

県
民
局
長
、
環
境
参
事
の

６
人
で
約
４０
分
間
行
わ
れ

た
話
し
合
い
の
や
り
取
り

を
活
字
化
し
た
も
の
。
文

書
の
存
在
を
知
っ
た
「
播

磨
自
然
高
原
地
区
連
合
自

治
会
」
と
「
赤
穂
の
環
境

を
守
る
会
」
が
昨
年
１２
月

に
記
者
会
見
を
開
き
、
要

旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
両

団
体
に
よ
る
と
、
昨
年
７

月
中
旬
、
同
計
画
の
事
前

協
議
書
を
内
容
確
認
す
る

た
め
の
訪
問
先
で
県
の
担

当
課
が
保
管
し
て
い
る
フ

ァ
イ
ル
に
綴
じ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

発
言
録
で
は
、
牟
礼
市

長
が
産
廃
処
分
場
計
画
反

対
を
公
約
に
当
選
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
知
事
が
、

「『
牟
礼
市
長
が
反
対
と

言
っ
て
い
た
の
は
懸
念
が

あ
っ
た
か
ら
だ
が
、
懸
念

が
払
し
ょ
く
さ
れ
た
か
ら

心
配
な
い
。』
と
い
う
よ

う
な
形
に
も
っ
て
い
け
る

か
ど
う
か
だ
」
と
発
言
。

さ
ら
に
、
災
害
時
対
応
や

景
観
問
題
、
ア
ク
セ
ス
道

路
設
置
な
ど
計
画
を
進
め

る
上
で
予
測
さ
れ
る
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重

ね
た
後
、「
専
門
家
会
議

の
前
に
そ
れ
な
り
に
こ
ち

ら
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら

専
門
家
会
議
を
開
く
の
が

い
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

別
の
場
面
で
は
、
知
事

が
「
地
元
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
最
終
的
に
水
質

で
し
ょ
？
」と
切
り
出
し
、

「
災
害
で
防
水
シ
ー
ト
が

破
れ
て
も
流
れ
出
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
」
と
対

策
を
提
案
。
県
民
局
長
が

「
下
手
側
の
調
整
池
を
し

っ
か
り
準
備
す
る
方
法
が

あ
る
」
と
応
じ
る
と
、「
高

砂
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
み
た
い
に
防

水
杭
を
打
つ
と
か
」
な
ど

と
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
予
定
地
に
つ
い

て
課
長
が
、「
地
区
と
し

て
は
西
有
年
だ
が
、
こ
の

周
り
に
家
自
体
が
な
い
。

一
番
近
い
所
で
も
上
郡
か

ら
１
キ
ロ
位
離
れ
た
所
に

し
か
家
は
な
い
」
と
説
明

し
た
の
を
受
け
、
知
事
が

「
赤
穂
が
上
郡
に
割
譲
し

た
ら
い
い
の
で
は
」
と
言

及
。
赤
穂
市
側
の
自
治
会

が
計
画
に
反
対
し
て
い
る

一
方
で
、
上
郡
町
側
の
自

治
会
が
「
誘
致
」
を
表
明

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
発
言
と
み
ら
れ
る
。

　

県
は
赤
穂
民
報
の
取
材

に
、「
事
業
計
画
に
賛
成
、

反
対
の
両
者
の
立
場
を
考

え
て
、
様
々
な
状
況
を
想

定
し
て
課
題
等
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
」な
ど
と「
知

事
協
議
」が
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
た
。
発
言
録
に
つ

い
て
は
、「
記
録
作
成
者

が
協
議
結
果
の
記
録
を
作

成
す
る
過
程
で
、
個
人
的

に
起
こ
し
た
一
時
的
な
作

成
途
中
の
資
料
」
な
ど
と

し
つ
つ
も
、
複
数
の
関
係

部
署
が
共
有
し
た
公
文
書

で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

両
団
体
は
会
見
で
、

「
極
め
て
具
体
的
で
生
々

し
い
会
話
の
記
録
で
、
兵

庫
県
が
い
か
に
こ
の
計
画

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
」と
指
摘
。「
井
戸
知

事
の
発
言
は
、
ま
る
で
産

廃
業
者
と
し
か
思
え
な

い
。
ま
さ
に『
知
事
案
件
』

だ
」
と
県
政
ト
ッ
プ
へ
批

判
の
矛
先
を
向
け
た
。

（
写
真
は
知
事
の
発
言
を

記
録
し
た
発
言
録
に
つ
い

て
会
見
で
説
明
す
る
「
赤

穂
の
環
境
を
守
る
会
」）

　

参
詣
者
の
年
中
安
泰
、

商
売
繁
盛
な
ど
を
願
っ
て

修
法
師
が
水
行
を
行
う
初

詣
祈
祷
会
が
１
月
１
日

（
水
・
祝
）
か
ら
３
日（
金
）

ま
で
大
津
の
啓
運
山
妙
典

寺
（
井
本
学
明
住
職
）
で

行
わ
れ
る
。

　

法
華
経
本
山
で
の
修
行

を
積
ん
だ
者
だ
け
に
許
さ

れ
る
荒
行
。
境
内
で
水
盤

の
水
を
繰
り
返
し
全
身
に

か
け
な
が
ら
祈
祷
す
る
。

先
代
住
職
が
始
め
て
以

来
、
同
寺
の
正
月
恒
例
行

事
で
、
現
在
は
副
住
職
の

学
修
さ
ん（
４１
）が
勤
め

る
。

　

井
本
住
職
は
「
新
し
い

年
が
事
故
の
な
い
、
運
が

開
け
る
一
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

水
行
は
次
の
時
間
に
行

わ
れ
る
。
☎
４３
・
９
３
０

特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
に
重
点
を

置
き
、
２
０
０
７
年
か
ら

３
年
間
は
同
協
議
会
の
副

会
長
と
し
て
後
進
の
指
導

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。

　

「
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に

か
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
」

と
や
り
が
い
を
振
り
返

り
、「
地
域
の
方
々
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
社
会
福

祉
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
後
進
へ
の
期
待
を
語
っ

た
。

５
。

　

▽
１
日
＝
午
前
０
時
、

３
時
、
６
時
、
９
時
、
正

午
、
午
後
３
時
▽
２
日
＝

午
前
６
時
、
９
時
、
正

午
、
午
後
３
時
▽
３
日
＝

午
前
６
時
、
９
時
、
正
午

（
写
真
は
妙
典
寺
で
正
月

三
が
日
恒
例
の
水
行
）

そ
れ
か
ら
専
門
家
会
議
を

開
く
の
が
い
い
」
と
も
発

言
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
記

述
し
た
発
言
録
は
「
知
事

　 　

　 　

　 　

　 　　 　　 　

　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

 

次
号
は
１1
日

　

次
号
は
1
月
11
日

（
土
）に
発
行
し
ま
す
。

広
告
掲
載
の
お
申
し
込

み
締
め
切
り
は
１
月
7

日（
火
）で
す
。

　
　
　
　

赤
穂
民
報
社

大
津
・
妙
典
寺
で
新
年
恒
例

開
運
厄
除
願
う
水
行

元
日
か
ら
３
日
ま
で
厳
修
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１
月
２
日（
木
）・
３
日

（
金
）。
正
午
か
ら
お
子
様

限
定
お
菓
子
ま
き
大
会
、

１４
時
か
ら
餅
ま
き
大
会
。

ぜ
ん
ざ
い
、
ス
ー
プ
た
こ

焼
き
な
ど
温
か
い
食
べ
物

の
販
売
あ
り
。
先
着
１
０

０
名
様
に
甘
酒
サ
ー
ビ

ス
。「
赤
穂
海
浜
公
園
」

☎
４５
・
０
８
０
０

　

▼
和
凧
作
り
教
室・
凧

あ
げ
大
会
＝
１
月
５
日

（
日
）、赤
穂
海
浜
公
園
。１０

〜
１２
時
に
和
凧
作
り
教
室

（
参
加
材
料
費
４
０
０

円
）。１３
〜
１５
時
に
凧
あ
げ

大
会
、先
着
１
０
０
人
に

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
カ
イ
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
。雨
天
の
場
合

は
１２
日（
日
）に
順
延
。☎

０
８
０
・
１
４
０
４
・
３
６

０
２（
西
濱
）

　

▼
集
金
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
鷆
和
・
折
方
方
面
。手
数

料
２
万
円
〜
（
件
数
に
よ

る
）。２５
日
か
ら
月
初
め
に

か
け
て
、個
別
に
訪
問
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。「
神
戸

新
聞
赤
穂
専
売
所
」加
里

屋
２
１
６
４
の
２２
☎
４３
・

５
７
０
０

　

▼
コ
ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
Ｐ
Ｍ
１０
時
〜
Ａ

Ｍ
１
時
。
時
給
１
１
２
５

円
②
Ｐ
Ｍ
５
時
〜
Ａ
Ｍ
１

時
の
間
で
３
時
間
程
度
働

け
る
人
。時
給
９
０
０
円

〜
１
１
２
５
円
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。「
セ

ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
赤
穂
新

田
七
軒
家
店
」☎
４３
・
７
０

２
６

　

▽
１
日
＝
秋
山
成
長
ク

リ
ニ
ッ
ク（
加
里
屋
２
９

０
の
１０
）☎
４６
・
４
１
１
５

▽
２
日
＝
藤
野
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク（
加
里
屋
４６
の
６
）

☎
４２
・
１
０
７
７
▽
３
日

＝
中
村
内
科
医
院（
加
里

屋
２
１
６
４
の
３４
）☎
４６
・

０
０
１
２
▽
５
日
＝
澤
田

医
院（
坂
越
２
１
９
１
）☎

４８
・
８
１
４
９

2
階
教
養
室
。参
加
無
料
。

健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
。☎
０
９
０
・
９
７
７
９

・
０
４
９
０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
正
月
三
が
日
〇
元
日
イ

チ
ゴ
タ
ル
ト
１５
㌢
〇
２
日

イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
１６
㌢
〇
３

日
リ
ン
ゴ
と
サ
ツ
マ
イ
モ

の
タ
ル
ト
１５
㌢
を
各
１
０

８
０
円
で
販
売
し
て
お
り

ま
す
。売
り
切
れ
の
時
は

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」か

ら
の
お
知
ら
せ
＝
新
年
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
一

年
間
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
◎
新

年
は
5
日
よ
り
営
業
致
し

ま
す
。塩
屋
２
６
１
の
９

☎
４２
・
９
０
６
８
、☎
０
９

０
・
３
４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

１
㌧
未
満
５
８
２
３
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
５
３
０
円

２
㌧
未
満
７
４
７
３
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
８
２
３
０
円

ノ
ー
ト
級
６
６
５
３
０
円

セ
レ
ナ
級
７
４
７
３
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
着
付
承
り
ま
す
＝
冠

婚
葬
祭
そ
の
他
す
べ
て
の

き
も
の
着
付
け
を
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。
佳
日
は
重

な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。「
佐

井
」
木
下
町
☎
４３
・
８
４

６
３
、
☎
０
８
０
・
３
８

１
２
・
６
０
７
７

　

▼
気
と
ツ
ボ
の
健
康
講

演
会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元

気
に
生
き
る
た
め
の
気
と

ツ
ボ
と
癒
し
の
話
で
す
。

１
月
１２
日（
日
）１０
時
～
１１

時
半
、赤
穂
市
民
会
館
２

階
第
一
会
議
室
○
赤
穂
元

気
に
な
ろ
う
会
／
気
と
ツ

ボ
と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
１
月
１２

日（
日
）１３
時
半
～
１５
時
、

お
許
し
く
だ
さ
い
。（
営
）

１０
時
〜
１７
時
。駅
前（
商
議

所
北
）☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
＝

旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。本
年
も
昨
年

同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
◎
3
日
よ
り

初
売
し
ま
す
。10
時
〜
18

時
。「
赤
穂
駅
の
た
い
焼
」

☎
０
８
０
・
１
９
０
８
・
０

０
１
６

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所
＝

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
不

安
や
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。1
月
の
各
水
曜

日
１３
〜
１７
時（
１
日
は
休

み
で
す
）○
一
般
相
談
８

日
・
２２
日
・
2９
日
○
弁
護
士

相
談
１５
日
○
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
相
談
８
日
・
２２
日
※

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
。

「
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議

会
」中
広
☎
42
・
１
３
９
７

　

▼
お
正
月
タ
テ
ホ
子
ど

も
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
＝

第２３５４号　　２０２０年（令和 ２年）１月 １日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　

昔
む
か
し
、
塩
屋
の
お
話
で
す
。
塩
屋
の
大
林

に
「
お
鐘
石
」
と
い
う
大
き
な
岩
が
あ
り
ま
し

た
。
近
く
の
尾
形
に
は
牛
の
形
を
し
た
大
き
な
岩

が
あ
り
、
村
人
は
こ
の
石
を
「
牛
岩
」
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
牛
岩
の
上
に
「
お
ん
び
き

岩
」
が
あ
り
ま
し
た
。
お
ん
び
き
と
は
ガ
マ
ガ
エ

ル
の
こ
と
で
す
。

　

「
お
鐘
石
」
と
「
牛
岩
」
と
「
お
ん
び
き
岩
」

は
大
そ
う
仲
が
よ
く
、
毎
年
正
月
の
三
日
に
は
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
年
の
こ
と
で
す
。
三
つ
の
岩
は
一
年
ぶ
り

に
で
あ
い
ま
し
た
。
お
鐘
石
が
「
ゴ
ー
ン
」
と
い

う
と
、
す
か
さ
ず
「
モ
ー
」
と
牛
岩
が
答
え
、
お

ん
び
き
岩
が
「
グ
ウ
ェ
」
と
喜
ん
で
大
き
な
声
を

出
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
大
変
で
す
。

　

「
ゴ
ー
ン
、
ゴ
ー
ン
」

　

「
モ
ー
、
モ
ー
」

　

「
グ
ウ
ェ
、
グ
ウ
ェ
」

と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。

　

村
人
も
、
最
初
は
楽
し
ん
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
や
す
む
時
が
な
く
一
日
じ
ゅ
う
つ
づ
く
と
、

辛
抱
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
や
め
ろ
、

や
め
ろ
」、「
静
か
に
し
ろ
」
と
い
っ
て
も
、
三
つ

の
岩
は
い
っ
こ
う
に
静
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
い
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
村
人
は
、
は
い

て
い
た
草
履
を
お
鐘
石
、
つ
づ
い
て
牛
岩
、
お
ん

び
き
岩
に
投
げ
つ
け
ま
し
た
。

　

今
ま
で
「
ゴ
ー
ン
、ゴ
ー
ン
」、「
モ
ー
、モ
ー
」、

「
グ
ウ
ェ
、
グ
ウ
ェ
」
と
な
い
て
い
た
三
つ
の
岩

は
、
そ
れ
か
ら
は
な
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
刊
『
赤
穂
の
昔
話

　

第
一
集
』・「
仲
の
よ
い
三
つ
の
岩
」
よ
り
）

　
仲
の
よ
い
三
つ
の
岩　

切
り
絵
・
村
杉
創
夢

　
　
　
　
　
　

【
第
９
話
】
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